
　
人
口
減
少
問
題
が
深
刻
化
す
る
中
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
制
御
や
産
業
ロ
ボ
ッ
ト
、

I
T
技
術
な
ど
を
活
用
し
、
生
産
工
程
の

自
動
化
を
図
る
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
オ
ー
ト

メ
ー
シ
ョ
ン
（
F
A
）
の
需
要
が
高
ま
っ

て
い
る
。
製
造
業
の
現
場
で
発
展
し
て
き

た
が
、
サ
ー
ビ
ス
業
界
で
も
ニ
ー
ズ
が
急

増
。《
有
限
会
社
エ
イ
ブ
ル
精
機
》
は
、

世
界
シ
ェ
ア
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
部
品
や
大
手
自
動
車
メ
ー
カ
ー

の
部
品
生
産
工
程
自
動
化
を
実
現
し
、
全

国
か
ら
注
目
を
集
め
て
い
る
。

　
1
9
9
0
年
に
設
計
事
務
所
と
し
て
ス

タ
ー
ト
。
設
備
投
資
を
進
め
、
自
社
で
加

工
や
組
み
立
て
ま
で
行
え
る
体
制
を
整
え

な
ど
最
新
の
機
械
を
積
極
的
に
導
入
。
少

な
い
社
員
数
に
も
関
わ
ら
ず
、
設
計
か
ら

組
み
立
て
ま
で
一
貫
体
制
を
取
る
こ
と
で
、

ス
ピ
ー
ド
や
コ
ス
ト
面
で
優
位
に
立
っ
て

い
っ
た
。
難
易
度
の
高
い
設
備
の
受
注
を

数
多
く
請
け
負
う
こ
と
は
、
さ
ら
な
る
技

術
力
向
上
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。「
発

想
力
で
、
ゼ
ロ
か
ら
形
あ
る
も
の
を
生
み

出
す
の
が
醍
醐
味
。
A
I

に
代
替
さ
れ
る

仕
事
が
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
A
I

の
上
を
行
く
の
が
我
々
の
仕
事
で
す
」

　
培
っ
た
技
術
の
継
承
を
狙
っ
て
若
手
の

雇
用
を
推
進
し
て
お
り
、
社
員
の
平
均
年

齢
は
30
歳
代
後
半
。
社
内
外
で
の
研
修
や

資
格
取
得
支
援
に
も
力
を
入
れ
る
。
不
可

能
な
も
の
を
可
能
な
も
の
に
す
る
―
そ

れ
が
「
エ
イ
ブ
ル
」。
社
名
を
体
現
し
続

け
て
い
る
。

て
い
っ
た
。
初
期
の
取
引
先
の
メ
イ
ン
は

家
電
メ
ー
カ
ー
。
続
い
て
携
帯
電
話
や
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
部
品
を
生
産
す
る
工
程

の
自
動
化
に
着
手
し
、
現
在
は
自
動
車
部

品
製
造
の
自
動
化
省
力
化
を
実
現
す
る
シ

ス
テ
ム
開
発
が
売
り
上
げ
の
多
く
を
占
め

る
。
西
山
靖
夫
社
長（
52
）は
、「
世
界
最

先
端
の
精
密
機
械
を
生
み
出
せ
る
技
術
力

が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
自
動
車
に
も
シ
フ

ト
で
き
ま
し
た
。
変
化
で
き
る
も
の
が
生

き
残
れ
る
の
で
す
」と
胸
を
張
る
。R

 
&
 
D
 

（
研
究
開
発
）
を
推
し
進
め
つ
つ
、
半
導

体
な
ど
新
分
野
へ
も
進
出
。
取
引
先
の
約

95
%
が
県
外
企
業
だ
。

　
同
業
他
社
と
の
差
別
化
を
狙
い
、

C
N
C
旋
盤
と
マ
シ
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
の
機

能
を
併
せ
持
つ
複
合
加
工
機
や
、
1
回
の

段
取
り
で
多
面
加
工
で
き
る
五
軸
加
工
機

計図をもとに、金属などを刃物で削って既定のサイ
ズ・形状に整えていく加工チーム。社内には最新鋭の
機械が数多くあり、高精度の加工も可能だ 高まる
需要に応じる形で設備投資を行い、今年は第4工場を
新設した 時に数百にも及ぶ部品が丁寧に組み立て
られていく エイブル精機本社 「世の中にないも
のを発想力で生み出せるのが面白い」と語る西山社
長。自身も設計技術者だ

5

少
数
精
鋭
、一
貫
体
制
で

Ｆ
Ａ
シ
ス
テ
ム
を
開
発
製
造

有限会社 エイブル精機
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LEADING COMPANY

有限会社 エイブル精
せ い き

機

世界最先端の技術で
不可能なものを可能にする
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有限会社 エイブル精機

高性能機械で
技術力磨く
普段使っている複合加
工機は、山陰でも保有し
ている会社が少ない高
性能機械。複数の回転
工具を使い分けられるた
め、旋盤加工に加え、
穴あけやフライス加工も
可能だ。しかし、高精
度の仕上げは技術者の
腕に任されている。「成
長あるのみです」

挑戦し続け
見つけた道
高校卒業後、情報経営
を学ぶ短期大学に進学
したものの、しっくりこ
ずに中退。飲食業界で
アルバイトをしたり、工
場勤務を経験したりする
中で唯一楽しく感じたの
がポリテクセンターの授
業だった。「今では、自
分にものづくりが向いて
いると確信しています」

高い精度と
スピードを
「一人で黙々と作業する
のは性に合っています
が、納期に間に合わせ
るのが大変」と苦笑す
る生田さん。経験の浅
さがスピードに影響し、
焦ることも少なくない。
今は先輩社員に頼ること
も多いが、早く独り立ち
し、精度の高い技術を
身に付けるのが目標だ。

事業内容

経理部
安達 叶子さん

各種省力化機器の設計・製作

有限会社 エイブル精機

公式サイトは
こちら

マッチングサイトは
こちら

動画サイトは
こちら

0859-25-1811

able@able-seiki.co.jp

採用直通 TEL

採用直通 E-mail

資料請求・お問い合わせ先

採用担当者からあなたへ

〈未経験でも大丈夫？〉
職人集団の会社ですが、入
社した７割の方は未経験ま
たは異業種からの転職で
す。入社してからしっかり教
えますので、安心して応募く
ださい。
また、繊細さがもとめられる
仕事もあり、多くの女性が活
躍している職場です。
〈こんな人が向いています！〉
○�プラモデルやラジコンを
つくるのが好き
○�ピタゴラスイッチが好き
○�細かい作業が好き

創　業　平成3（1991）年3月25日
代表者　代表取締役　西山 靖夫
社員数　32名（男25名　女7名）
本　社　鳥取県米子市和田町1415-2
電　話　0859-25-1811

松江市、米子市、安来市、倉吉市

採用エリア（勤務地） 

　約半年間、ポリテクセンターで機械製図や加工技

術の基礎を学んだのちに就職。旋盤で金属の塊を

削って形に仕上げていく過程が想像以上におもしろ

かった。「設計は自分には難しくて（苦笑）。でも加

工は楽しかったんです。在校中に見学した当社の雰

囲気が良くて入社を決めました」

　設計部が描いた組立図面を見ながら、時には数

百にもおよぶ部品を組み立てて、生産設備を造り上

げていく。「大きなプラモデルみたいな感じでしょう

か。入社当初は図面を読むのも四苦八苦していまし

たが、今は、何となく完成した形が頭に浮かぶよう

になりました」と頭をかく。最近は、トイレの部品

をカットして移動させる工程や、水のろ過装置の自

動化などに関わった。業種もメーカーもさまざまだ。

　部品は数センチのものから1メートル近くのもの

まで大きさも形状も違い、組み立てるには100分

の1ミリ程度の精度が求められる。「あまりにも作業

がうまく進まない時には、上司にアドバイスをもらっ

たり、設計部に図面を描き替えてもらったりするこ

とも。相談しやすい職場なので仕事はやりやすいで

す」

　結婚を経て、長崎県から米子市へIターン。営業

だった前職時代に広告媒体制作に携わり、ものづく

りへの関心が生まれた。「デザインやレイアウトを考

えながら一つの形に仕上げていくのが面白くて。大

手メーカーで使われる産業用ロボットの設計から組

み立て、納品まで一貫体制で行っている当社を知

り、門をたたきました」。高校では商業を学び、金

属加工は門外漢。先輩らに指導を受け、ゼロから

学んでいった。

　部品加工は、使う材質や刃物の選出から始まる。

「金属だけでも数十種類ある上、樹脂なども使用。

用途に適したものを選び、複合機で加工していきま

す」。小さいものでは仕上がりが数ミリの部品も。

わずかでも削り過ぎると組み立てることができず、

性能にも影響が出るため、少しずつ削ってはマイク

ロメーターで測りながら高精度の部品に仕上げてい

く。

　「製造業未経験で当初は苦労しましたが、今は、

全く同じ部品を手掛けることがなく、毎回チャレン

ジできる現場が面白くて」と目を輝かせる大坪さ

ん。自身の経験を生かし、不安を抱く後輩らへのサ

ポートにも力を注ぐ考えだ。

加工部加工グループ
大坪 勇汰さん（30）

2020年入社

設計部メカ設計グループ
亀尾 賢太郎さん（25）

2019年入社

技術部組立グループ
生田 将己さん（25）

2022年入社

　生み出す機械はほぼすべてオーダーメード。顧客

の要望を実現できるよう構想を練り、ゼロから図面

に描き起こしていくのが設計部の仕事だ。「一つの

機械は基本的にすべて一人で設計するのが当社の

スタイル。一貫した考えで取り組めるので気に入っ

ています」。手掛けるのは自動車部品関連が多い

が、食品製造や住宅メーカー、半導体設備など業

界は多岐に渡る。「コンベア上の部品を人が取っ

て、目視でチェックしていた工程を自動化したり、

規格住宅に使われる5メートルもの柱を機械で搬

送、切断できるような設備を作ったりと本当にさま

ざま。自分が描いた図面が実物の設備となり、さら

にはそこからものが生み出されていく。楽しい作業

です」

　高校卒業後、やりたいことが見つからず、進路に

悩む日々が数年間続いた亀尾さん。ポリテクセン

ターのCAD・NC加工技術科でものづくりを経験

し、興味を覚え始めた。「ファストフード店でのバイ

ト経験があり、接客業に向いていると思い込んでい

ましたが、実際はものづくりが性に合っていたよう

です。何事も挑戦が大事ですね」

オーダーメードで生産設備を設計

ものづくりの魅力に惹かれ、異業種から転職

１００分の1ミリの精度を追求
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